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総
合
事
業
開
始
の
背
景

　

団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
に
な
る
平
成

37
年
（
2
0
2
5
年
）
に
か
け
て
、
ひ
と

り
暮
ら
し
や
認
知
症
の
高
齢
者
、
高
齢
者

夫
婦
の
み
の
世
帯
が
増
加
し
て
い
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

高
齢
者
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
生
活
を

続
け
る
た
め
に
は
、
介
護
保
険
や
行
政
サ

ー
ビ
ス
に
加
え
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

支
援
や
地
域
の
助
け
合
い
な
ど
、
地
域
全

体
で
高
齢
者
を
支
え
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
高
齢
者
自
身
も
、
自
分
な

り
の
社
会
で
の「
役
割
」
や
「
生
き
が
い
」

を
持
つ
な
ど
、
介
護
予
防
に
努
め
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

総
合
事
業
と
は
？

　

総
合
事
業
は
、「
介
護
予
防
・
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
事
業
」
と
「
一
般
介
護
予
防
事

業
」
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。
総
合
事
業
の

開
始
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
よ
り
サ
ー
ビ
ス

の
選
択
の
幅
が
広
が
り
、
一
人
一
人
の
状

況
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
ま
す
。

【
対
象
】

●
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

要
支
援
1
・
2
の
認
定
を
受
け
た
人
や
、

介
護
予
防
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ
り

生
活
機
能
の
低
下
が
見
ら
れ
た
人

●
一
般
介
護
予
防
事
業

　

65
歳
以
上
の
全
て
の
人

介護予防・日常生活支援総合事業
（総合事業）が始まります！

介護予防・日常生活支援総合事業
（総合事業）が始まります！

介護予防・日常生活支援総合事業
（総合事業）が始まります！

　介護保険法の改正により、高齢者の皆さんの介護予防と
日常生活の自立を支援する「総合事業」が創設され、多様な
ニーズに応じたサービスを提供できるようになりました。
　市では、4月から「総合事業」を開始します。今回は、そ
の「総合事業」の仕組みについてお知らせします。

 

一
般
介
護
予
防
事
業

◆
ご
近
所
さ
ん
の
運
動
教
室

　

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
受

講
者
が
中
心
に
な
っ
て
、
公
会
堂
な
ど
歩

い
て
通
え
る
会
場
で
介
護
予
防
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

◆「
ひ
ざ
痛
・
腰
痛
予
防
教
室
」「
脳
の

　
健
康
教
室
」
な
ど

　

介
護
予
防
、
認
知
症
予
防
、
口
腔
機
能

向
上
、
栄
養
改
善
な
ど
の
教
室
に
参
加
で

き
ま
す
。

◆
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

介
護
予
防
に
関
す
る
正
し
い
知
識
や
体

操
を
習
得
し
ま
す
。
受
講
後
は
、
サ
ポ
ー

タ
ー
自
身
の
健
康
維
持
を
図
り
な
が
ら
、

地
域
で
の
介
護
予
防
教
室
な
ど
で
活
動
し

ま
す
。

◆
生
活
・
介
護
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

　
講
座

　

高
齢
者
の
生
活
支
援
・
介
護
に
関
す
る

正
し
い
知
識
を
学
び
ま
す
。
受
講
後
は
、

サ
ポ
ー
タ
ー
自
身
の
健
康
維
持
を
図
り
な

が
ら
、
支
援
が
必
要
な
高
齢
者
の
生
活
支

援
の
活
動
を
し
ま
す
。

  

介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス 

  

事
業

◆
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

・
介
護
予
防
訪
問
介
護
相
当
サ
ー
ビ
ス

　

（
身
体
介
護
や
生
活
援
助
）

・
健
康
づ
く
り
ヘ
ル
パ
ー

　

（
生
活
援
助
や
見
守
り
的
援
助
）

◆
通
所
型
サ
ー
ビ
ス（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

・
介
護
予
防
通
所
介
護
相
当
サ
ー
ビ
ス

　

（
食
事
・
入
浴
の
提
供
や
日
常
動
作
訓

　

練
）

・
健
康
づ
く
り
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　

（
運
動
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
創
作

　

活
動
、
趣
味
活
動
）

◆
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

心
身
や
日
常
生
活
の
状
況
に
応
じ
、
自

立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
、
ど
の
く

ら
い
利
用
す
る
か
を
相
談
し
な
が
ら
、
ケ

ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
す
。

　
市
は
、
今
後
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ

る
高
齢
者
の
介
護
予
防
活
動
や
生
活
支

援
の
取
り
組
み
を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。
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【利用の流れ】 【
利
用
方
法
】

　

日
常
生
活
で
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
き
は
、

高
齢
者
介
護
支
援
課
や
介
護
保
険
課
（
市
役
所

4
階
北
側
）、
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
下

表
参
照
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

心
身
や
日
常
生
活
の
状
況
を
確
認
し
、
そ
の

状
況
に
よ
っ
て
、
サ
ー
ビ
ス
や
支
援
を
受
け
た

り
、
地
域
の
介
護
予
防
教
室
な
ど
に
参
加
し
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

★
現
在
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
や
デ
イ
サ
ー
ビ

　
ス
を
利
用
し
て
い
る
人

　

利
用
者
の
心
身
や
日
常
生
活
の
状
況
、
希
望

を
踏
ま
え
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
に

よ
り
、
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
施

し
ま
す
。
専
門
職
に
よ
る
支
援
が
必
要
と
判
断

さ
れ
た
場
合
は
、
引
き
続
き
、
こ
れ
ま
で
の
ホ

ー
ム
ヘ
ル
プ
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

名称 担当地区 所在地 電話番号

1 東部地域包括支援センター 須津・浮島・元吉原 増川新町12-1 39-1300

2 吉原中部地域包括支援センター 神戸・富士見台・原田・吉永・吉永北 比奈1481-2 39-2700

3 北部地域包括支援センター 大淵・青葉台・広見 一色218-10 23-0303

4 鷹岡地域包括支援センター 鷹岡・天間・丘 久沢475-1 30-7062

5 吉原西部地域包括支援センター 今泉・吉原・伝法 国久保1-11-36 30-8324

6 富士北部地域包括支援センター 岩松・岩松北・富士駅北・富士北 本市場新田32-5 66-0115

7 富士南部地域包括支援センター※ 富士駅南・富士南・田子浦 横割本町2-17 65-8839

8 富士川地域包括支援センター※ 富士川・松野 岩淵137-1 81-4820

9 高齢者地域包括支援センター 市内全域 高齢者介護支援課
（市役所 4階北側）55-2951

【富士市地域包括支援センターのご案内】

※ 4月から、「富士川地域包括支援センター」が加わります。これに伴い、「西部地域包括支援センター」の
　名称を「富士南部地域包括支援センター」に変更します。所在地や電話番号に変更はありません。

問い合わせ／高齢者介護支援課　☎ 55-2951　555-2920

　地域包括支援センターは、地域で生活する高齢者の皆さんを、介護、福祉、医療などさまざまな面から
総合的に支えるために設けられました。市内9か所の各センターで、皆さんの相談に応じます。

【利用の流れ】

【65歳以上の人】
相談窓口（高齢者介護支援課・介護保険課・地域包括支援センター）に相談します。

要介護認定を受けます。
介護予防基本チェックリスト
（25項目の質問に答える）で
確認します。

要支援１・２の人 非該当（自立）
の人

生活機能の低下
がみられた人
（事業対象者）

自立した生活を
送れる人

介護保険の介護
サービスが利用
できます。

介護保険の介護予防サービスが
利用できます。 ◆介護予防ケアマネジメント

　　　　　地域包括支援センターで、
本人や家族と話し合い、ケア
プランを作成します。

要介護認定で要支援1・2の判定を受けた人
基本チェックリストにより生活機能の低下がみられた人

「介護予防・生活支援サービス事業」が利用できます。（右ページ中段）

65歳以上の全ての人

「一般介護予防事業」が利用できます。

（右ページ下段）

※介護保険のサービスと介護予防・
　日常生活支援総合事業の両方を
　利用できますが、内容が重複する
　サービスは利用できません。

要介護１～５の人

※心身の状況や利用したいサービスによっては、要介護認定（新規・更新）を受けずに、
　介護予防基本チェックリストの確認のみで、サービスを利用することができるように
　なります。


